
 
 
 

 

 

 

 

 ■ 人生の海の嵐 ■ （マタイ８：２３－２７）   
 

 今日の聖書のお話は、イエス・キリストが、ガリラヤ湖

の嵐を一言で鎮められたという奇跡物語です。嵐の中

で、イエス様と弟子たちが乗っていた舟が沈みそうにな

りましたがイエス様は眠っておられました。弟子たちは、

恐怖に捕えられ、イエス様を起こし、「主よ、助けて下さ

い。私たちは溺れそうです」と言いました。するとイエス

様は、風と湖をお叱りになり、嵐を鎮められたのです。 

 この時の弟子たちの叫びは、実は滅び行く人間が救い

主に助けを求める叫びです。また、この叫びは私たちの

人生の叫びでもあります。仕事をなくし生活の土台が失

われる。突然ガンを宣告され、目の前が真っ暗になる。

夫婦や親子の関係が行き詰まる。そういう事があるたび

に、私たちは悩み、苦しみ、何も出来ない自分の弱さを

痛感します。しかし、そういう中でのひとつの決定的な救

いは、たとえその嵐がどんなに大きくても、イエス・キリス

トがあなたの人生という舟に乗っておられるなら、あなた

を苦しめる嵐を鎮めて下さるということです。 

 ①恐れの本質 

 弟子達はイエス様のところに来て、「主よ、助けてくださ

い。わたしたちはおぼれそうです」と言いました。弟子た

ちは、なぜ怖がったのでしょうか。私たちは、大きな湖の

真ん中で舟が嵐にあったのだから、彼らが怖がるのも当

然だと思うかも知れません。しかし、そういう見方をして

いる限りは、物事の本質は見えてきません。それは、う

そではないのですが、実はうそなのです。何か目に見え

る事実があるからといって、それは必ずしも物事の本質

ではないのです。本当は、その背後に、目に見えないも

っと大事な事実があるのに、それに気付かないで、目に

見えるものを見て、それに反応をしているということがよ

くあるものです。 

ここでひとつ明らかにしたいことは、嵐が起ったので弟

子たちに恐れが生じたのではないということです。彼ら 
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が恐れたのは、自分たちを湖に沈めてしまうものとして

嵐を見たからなのです。しかし、あとで解かるように、実

はその嵐は、弟子たちを湖に沈めるものではなく、彼ら

に素晴らしい信仰体験を与えるためにイエス様が導か

れたものだったのです。 
 ②恐れなくてもいい理由 

 私たちは、目に見えない本当のものが見えてくると、そ

こに恐れなくてもいい理由が見えてきます。12 人の偵察

隊の話を思い出してください。あの時、ヨシュアとカレブ

は、他の１０人と一緒に同じものを見たのですが、この二

人の報告は他の１０人の報告とは全く別のものでした。

では、なぜ同じものを見たにも拘らず、全く違うことを感

じたのでしょうか。それは、この二人が、カナン征服の可

能性を、他の 10 人のように、自分達の強さという観点か

らではなく、神の約束という観点から見ていたからです。 

ですから、たとえ相手がどんなに強く見えても、それは

ど
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置かれていても、恐れに支配さ
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うでもいいことで、神様が勝利を与えると約束されたの

なら、敵が強くても弱くても関係なく勝利が与えられるの

です。したがって、この神の約束という視点から見るなら

ば、どんな試練の中でも、恐れなくてもいい理由が見え

てくるのです。 

 ③嵐を静めるキリス

 私たちがどんな状況に

れずに勝利するためには、問題からスタートするのでは

なく、スタートラインが「キリストが共におられる」というこ

とでなければなりません。この事が、私たちが恐れと、不

安と、思い煩いに支配されない秘訣であり、クリスチャン

であることの特権です。嵐が来て、大波をかぶり、舟が

ひっくり返りそうになっている状況はうそではないのです

が、弟子たちは、そのような危機の中にいる者ではなく、

キリストの導きと守りの中にいる者だったのです。私たち

もその事実を忘れない者でありたいと思います。 
 

  ■ 人の計画と神の計画 
   

      

私の人生に神様の導きがされ始めたのは、今から３３年

前、留学でアメリカに来てからです。渡米後、初めて迎える

感謝祭の休日に、あるクリスチャン団体の主催するサンフラ

ンシスコへのバスツアーがありました。安いという理由で参加

しましたが、主催する側にはある目的があったようです。行っ

てみて分かったことですが、これは、だだの観光ではなく、ア

メリカ人のクリスチャン家庭にホームステイをさせ、日曜日の

礼拝に出てもらい、キリスト教に触れさせることが目的だった

ようです。それ以来、その団体から時どき誘いが来るように

なりました。当時の私は貧乏学生で、つつましい生活をして

いたので、集会の後の食事が楽しみで行くようになりまし

た。そんな気持ちでしたので、涙を流しながら聖書の話や

自分の体験を話す人々を見て、なぜそんな事で泣いたり

感動したりするのかが理解できず、全く場違いな所にいる

自分が不思議でした。 

私の留学の費用は、アメリカで学ぶと決めてから一生懸

命にアルバイトをして準備したので、必要最低限の生活を

余儀なくされ、今では信じられないほど質素なものでした。

親に話せば助けてもらう事はできましたが、若さのゆえか、こ

れは自分の力で乗り越えなければならないという思いでし

た。そういう中で、諦めずに頑張れば何でもできるという思い

が固くされていきました。 

そして、アメリカに来た目的の GIA(宝石学校)に入学し、

大変な学びを終了することができ、卒業と同時に鑑定士の

資格をもらうとすぐに日本にある業界大手への就職が決まり

ました。当時としては破格の高給でした。同じ働くなら、誰よ

りも多い給料で、資格が物を言う、性別年齢に差別されな

い仕事というのが私の願いでしたので、私の計画どおりに全

てが順調に進んでいきました。そのために、若い私は知らな

いうちに有頂天になっていました。しかし、神様は、私が帰

国し、神から離れて優越感だけが増長されるかも知れない

生活に、神様の方法で介入されたのです。私の友達の一

人で、彼が日本の商社で共に働いていた時の友人が大学 
院で学ぶ為に留学に来るということで紹介されたのが今の主

人でした。日本に帰国すると思っていた両親は、私が突然 

結婚すると言ったので驚きと共にひど

ろということになってしまいました。そこ

して自己紹介と共に手紙を書き、主

を訪ねてくれたことによって両親は快

了承してくれました。 

そして、ロサンゼルスのダウンタウン

が与えられ働く事になりました。それ

ありませんでしたが、その後、舟田さん

心な伝道の働きを通して WLA にあ

になりました。その間、舟田さんが主

も一緒に聞きながら、少しずつ今ま

について、また神様について、少しず

た。そんなある時、その教会で特別伝

時の講師であられた中野雄一郎先

説教を通して、今まではピンと来なか

字架をとても身近に感じることができ

後の招きの時に、「今日イエス･キリス

人は手を挙げてください」という中野

意志とは関係なく、私の右手は挙が

さらに不思議なことに、別に示し合わ

横にいた主人の手も挙がっていまし

へと導かれ、まずは信仰のスタートラ

です。 

以前の私の宗教観といえば、宗教

の心の拠り所くらいにしか思っていま

は信じればいいけど、自分には必要

すから、あの伝道集会で自分の意志

信仰の表明ができたのは、まさに聖霊

とで知ることができました。 

それからあっという間に３０年が過

マンだった主人は牧師になり、華や

を歩む筈だった私は牧師夫人。二人

道とは全く違う道を歩むようになりまし

とは何と不確かなものでしょう。しか

は、結局は、永遠の祝福に至る最

更のように確信するものです。 

「人の心には多くの計画がある。しか

ものだけが実現する。」（箴言１９：２
 

 

DREAMS COME TRUE

✞教会堂の建設 

✞敬老ホームの設立 

✞幼稚園の設立 
 

 お祈りのリクエスト  

●日本の家族の救いの

ために 

●スモールグループのオイ

コス伝導のために 

●入門者クラスのために 

奏兄、さおり姉、えいみ姉

●英語部の働きのために

●小さな子供を持つお

母さん方のクラスのため

に（香織姉担当） 

●聖書通読マラソンのた

めに 

●倉田一徳さんの脳腫

瘍の癒しのために 

●神崎先生の目の癒し

のために 

●新井雅之兄の脳内

出血の後遺症のリハビリ

と癌治療のために 

●病の方の癒しのために
   ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

  Ｄｅｓｅｒｔ Ｗｉｎｄ では

1400 字程度のお証、ま

た質問を募集していま

す。 ご意見・質問等何

でもどうぞ。 
lvjccnews@hotmail.com 
編集：真子ガーディナー 
    松岡みどり 
く気分を害し、勝手にし

で主人がその手紙に対

人の母が実家の両親

く私たち二人の結婚を

にある宝石商での仕事

以来、教会に行くことは

という主人の親友の熱

る日本人教会に行くよう

人に語る神様の話を私

で何も知らなかった聖書

つ解かるようになりまし

道集会が持たれ、その

生の涙ながらに語られる

ったイエス･キリストの十

ました。そして、説教の

トを救い主として信じる

牧師の言葉に、自分の

っていたのです。そして、

せたわけではないのに、

た。この事を通して受洗

インに立つことができたの

は、病人や、弱い人達

せんでした。信じたい人

ないと思っていました。で

に関係なく手を挙げて

の働きであったことをあ

ぎていきました。ビジネス

かな宝石の鑑定士の道

供が以前に歩んでいた

た。自分で決めた人生

し、主に導かれた人生

良の人生であることを今

し、主の御心にかなった

１） 
    編集室 便り 
 

 この春はメキシコより発

生した新型インフルエン

ザが世界中を震撼させま

した。特に人口が密集し

ている日本では感染拡

大が懸念されます。寒い

冬が来る前には、新しい

ワクチンで予防接種でき

ればいいですね。  

さて、頼姉妹による、

朗読 CD の第二作目、

「天国の到来」が出来上

がりました。 牧師である

著者のマーリン・キャロザ

ース氏は「賛美の力」、

「獄中からの賛美」などの

本も有名です。米国で

は 1100 万部以上も出

版され、多くの言語に訳

されるなど世界中の人に

力強いメッセージを届け

ています。「天国の到来」

は現在は廃盤になってい

るので、この機会に是非

朗読 CD を聴いてみては

いかがですか？  
 日毎に暑さが増す６月

皆様のご健康が主によっ

て守られますように。 
■   

証し： 鶴田潤子 



 


